
事　業
名　称 事　業　目　的 対　象　者 補助基準・利用料

など
事業開始(受付)

時期
お問い
合わせ

出雲崎まる
ごとオー
ナー制度

オーナー制度を利用し
たイベントで、町外者
との交流やリピーター
の確保により、本町の
食のＰＲと農水産物の
販路の拡大を図りま
す。また、オーナー制度
拡充のため、新たな商
品開発にも取り組みま
す。

  「美食街めぐり」「稲
刈りツアー」に参加
してもらう20組を4
月に募集します。

・年会費２万円。
・ 1回目：6月下旬「美食街
めぐり」＋「梅の収穫」＋
「棚田見学」。
・ 2回目：9月下旬「汐風米
刈取り」＋「魚放流体験」
・ オーナー特典（収獲した
梅・米、出雲崎産鮮魚を贈
呈）。
・宿泊補助あり。

平成28年度から実
施。

※ 詳細は後日募集
案内でお知らせ
します。

産業観光課
農林水産係
（☎７８－
２２９５）

観光ルート
構築事業

観光客から要望が多
い、写真撮影ポイント
を観光ルートの構築と
ともに、整備します。ま
た、景観を阻害する支
障枝の伐採、街並みに
設置してある史跡看
板、おもしろ看板のそ
れぞれ、統一性をもっ
た整備を行います。

― ―
平成28年度から実
施。

産業観光課
商工観光係
（☎７８－
２２９１）

妻入りの
街並み景
観利活用
事業

旧津又邸の改修整備を
行い、その利活用と保
存について、地域と共
に次代に引き継ぐため
の検討を進めます。併
せて景観形成重点地区
における妻入りの街並
みを改修・保存するこ
とで、交流人口の増加、
海岸地区の活性化を図
ります。

平成28年度以降、旧
津又邸の改修を進
め、具体的な活性化
に向けた提案を行い
ます。景観形成重点
地区の50ｍ～100ｍ
を特区とし、住宅修景
の促進、空き家を活用
した販売・休憩施設な
ど「楽市空間」整備の
ための支援事業を行
います。

―
平成28年度から実
施。

教育課
社会教育係
（☎７８－
２２５０）

建設課
管理係

（☎７８－
２２９６）

新住宅
団地分
譲事業

町内に住宅を建築し定
住される方に対して、
低廉な価格で分譲し、
定住促進を図ります。

― ―
平成28年度に造成
し、平成29年度から
分譲予定。

建設課
管理係

（☎７８－
２２９６）

交流人口増加を目指して

住む人 来る人 想
おも

う人

　　　みんなが まちを 継
つ

ぐ人 繋
つな

ぐ人

　　　　　　そして 未来のまちを 創
つく

る人　

　総合計画におけるまちづくりの継続を
実行するため、これからのまちへの想い
に「継

つ

ぐ 繋
つな

ぐ 創
つく

る」をキーワードとして
重点施策の推進を図ります。
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出雲崎町まち・ひと・しごと創生総合戦略出雲崎町まち・ひと・しごと創生総合戦略
　日本全体で少子高齢化が急速に進む中、地方では若者の流出による働き手・担い手の不足、人
口の減少による地域の衰退が問題視されています。
　本町においても、全国的な課題と同様に、人口減少、少子高齢化、大都市圏への人口流出など、
過疎地域として、多くの課題を抱えています。
　このような様々な課題に立ち向かい、安心して暮らし続けられるまちを未来に繋ぐために出
雲崎町まち・ひと・しごと総合戦略を策定しました。その具体的な施策についてご紹介します。
　詳しい事業内容等は、4月以降に、順次お示ししますが、事前のご相談もお受けしますので、そ
れぞれを所管する課へ気軽にお問い合わせください。
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名　称 事　業　目　的 対　象　者 補助基準・利用料
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合わせ

妊産婦医
療費助成
事業

妊産婦の医療費の全
額助成を行い、安心し
て子どもを産み、育て
る環境の向上を図り
ます。（受診・入院時の
一部負担も無料にな
ります）

町内在住の妊産婦。
（母子健康手帳の交
付を受けた日の翌
月から、出産した月
の翌々月までの期
間が対象）

・ 医療費の保険診療自己負
担額を全額助成。（償還払
い）
高額療養費、附加給付が
あった場合、その額を控除
した額を支給。保険適用外
を除く。
・所得制限なし。

・平成28年4月受診
分から開始。
・母子健康手帳交付
時に手続きしま
す。
※ 詳細は4月中にお
知らせします。

保健福祉課
保険健康係
（☎７８－
２２９３）

気軽に保健
師にご相談
ください。妊産婦

産前産後
ケア事業

助産師による妊娠・出
産・育児・発育などに
関する相談窓口を開
設します。当面は、ふ
れあいの里で実施し
ます。
子育て支援センター
開設後は、センター内
に移ります。

町内在住の妊産婦
など。

利用料：無料。
平成28年4月から実
施。
※ 詳細は4月中にお
知らせします。

高校生
通学費
助成事業

高等学校に通学する
生徒の通学費を助成
します。

町内在住の高校生
の保護者。

公共交通機関（電車・バ
ス）の定期代金の30％補
助。

平成28年4月から実
施。
※ 詳細は4月中にお
知らせします。

教育課
庶務学校教
育係

（☎７８－
２２５０）

戦略事業の概要をお示しします。

定住人口増加を目指して
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事業開始(受付)

時期
お問い
合わせ

まち恋お見
合い婚活
応援事業

個人を対象にした年５
回までのお見合いの場
を、結婚相談所を介し
て提供します。相談所
には交際アドバイス担
当を置き、お見合い後
の交際支援を行いま
す。この「お見合いシス
テム」への加入・利用に
対する補助を行いま
す。また、継続する集団
婚活との併用も可能で
す。

・ 町内在住20代～50
代男女。
・ 本気で出逢いを求
める町内在住の独
身男女で、結婚後も
本町内に住むこと
を希望する者。

・入会費１万円/年
・ 年会費：全額町負担。
・ お見合い料（年５回程
度）：男性は初回町負担、2
回目以降は１回につき５
千円負担。女性は全額町
負担。
・ 交際アドバイス料（交際
相談料）町負担。（結婚ア
ドバイザーとの面談方
式）
※ 成婚料（10万円程度）は
個人負担。

平成28年度から実
施。

※ 詳細は4月中にお
知らせします。

総務課
企画係

（☎７８－
２２９０）

新生活
スーパー住
まい取得・
リフォーム
支援事業

本町の定住人口の維持
を目的として、定住の
ために住宅の取得（新
築・購入）または既存住
宅のリフォームをする
若者・ＵＩターン者に、
加算方式により補助を
行います。

① 町内の子育て・若
年世帯で、今後も
町に住み続けるた
め住宅を取得し、
または住んでいる
住宅をリフォーム
する者。
② ＵＩターンするた
めに住宅を取得
し、または空き家
住宅をリフォーム
する者。
※ 子育て・若年世帯
…中学生以下の子
がいるか、40歳未
満（夫婦の場合は
両方）の者。

補助金額は工事費・購入費
の１/２とし、下記の基本
額と加算額を合計し、上限
120万円とします。
【基本額】
・50万円
【加算項目】
・子育て･若年 50万円
・同居・近居 20万円
・転入者  20万円
※ 同居・近居…お住まいの
集落、または親と同じ集
落内で住宅を取得・リ
フォームすることをい
います。

平成28年度から実
施。

※ 詳細は4月中にお
知らせしますが、
この制度は着手
前の事前の申し
出が必要になり
ますので、近々に
新築・リフォーム
の予定の方は、3
月中でも、早めに
お問い合わせく
ださい。

建設課
管理係

（☎７８－
２２９６）

新生活空き
家住まい
減税事業

空き家を取得した者ま
たは家を貸した者（家
屋所有者）に対して、固
定資産税（家屋分）を減
免することにより、空
き家の利活用の促進お
よび定住人口の増加を
図ります。

① 定住目的で空き家
を取得した町外か
らの転入者。
② 町民で世帯員の一
部が空き家を取得
し引き続き居住す
る転居者。
③ 定住目的の転入者
に空き家を貸した
家屋所有者。
④ 町民で世帯員の一
部が引き続き町内
に居住するため、
空き家を貸した家
屋所有者。

地方税法で定める基準な
どにより算定される固定
資産税額の１/２に相当す
る額を減額。

平成28年度から実
施。

※ 詳細は4月中にお
知らせします。

町民課
税務係

（☎７８－
２２９２）
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ふるさと
就職
支援事業

本町在住の新規学卒
者の通勤や、日常生活
の支援を行い、若者の
定住や就職を促進す
ることを目的とします。

平成26年度以降の
卒業者で本町に在住
し、町内または、通勤
可能な事業所に就職
した者または家業を
継いだ者。

申請した月から、１か月に
つき1万円の商品券（町内店
舗限定）を最長5年間交付。
※ 町内小売販売店、ガソリ
ンスタンドなど町が指
定した店舗に限定。
※ 平成26年度卒業による
新規就職者は最長４年
間交付。

平成28年4月から
実施。
※ 詳細は4月中にお
知らせします。

町民課
町民係

（☎７８－
２２９４）

一体型放
課後児童
クラブ
＆

放課後子
ども教室
開設事業

小学校の余裕教室な
どを活用し、就労など
により昼間保護者の
いない児童を対象に、
放課後の安全・安心な
居場所を確保します。
また、放課後子ども教
室では、小学校全児童
を対象に多様な体験・
活動の機会の拡大、学
習支援の充実を図り
ます。

小学校就学全児童。 利用料は無料。

放課後児童クラブ
は平成28年度中に
小学校に移動し、平
成29年度を目途に
小学校での一体型
の放課後児童クラ
ブと放課後子ども
教室の運営を目指
します。
※ 詳細は準備が出
来次第にお知らせ
します。

保健福祉課
福祉係

（☎７８－
２２９３）

教育課
社会教育係
（☎７８－
２２５０）

次代を担う
人づくり
奨学金
給付事業

本町に定住する意欲
があり、進学を強く望
む者に、奨学金を給付
し、町の次代を担う若
者の定住を促すこと
を目的とします。

大学、短期大学、専修
学校（修業年限が２
年以上の専門課程）
に入学を希望する
者。

【主な応募資格】
・ 申請時に扶養者が県内に
6か月以上居住。
・ 学業成績、就学意欲など
の確認。
・ 卒業後、本町に定住する
意思のあること。
・所得制限なし。
【返済の免除】
・ 借入期間の２倍超の居住
で全額返済免除。(４年制
⇒８年居住で全額免除)
【奨学金の額】
・ 月額５万円。（年間60万
円、４年間240万円）

平成29年度から給
付開始。
平成28年度後半
に、貸与型給付金と
同時に募集を行い
ます。

※ 詳細は、準備が出
来次第にお知ら
せします。

教育課
庶務学校教
育係

（☎７８－
２２５０）

子育て支
援センター
開設運営
事業

子育て支援センター
を建設し、妊娠・出産・
育児から学校教育ま
での継続的な支援体
制を整備します。

町内在住者。 利用料は無料。

平成28年度から体
制の整備を進め、平
成30年度を目途に
センターを建設し、
開設を目指します。
子ども発達支援事
業は、平成28年度か
ら開始します。
※詳細は、準備が出
来次第にお知ら
せします。

保健福祉課
福祉係

（☎７８－
２２９３）
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